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このまちが
もっと好きになる

　都市部の住民と交流を図ろうと、大原幽学ゆかりの水田で
恒例の稲刈り体験が行われました。東京都から参加したとい
う親子は「稲刈りは初めての体験。いい経験になりました」と
笑顔で話していました。 （９月２日／大原幽学遺跡史跡公園）

トピックス

就学前の子育て支援サービスを
希望する人へ･･････････････････････････２
ランニングイベント参加者募集･･････････４
ごみ減量化と３Ｒ推進のまちを宣言･･････６

幽学の里 米作り交流事業

実
り
の
秋
が
や
っ
て
来
た



教
育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス

　
市
内
に
は
幼
稚
園
や
保
育
所
に
加

え
、
認
定
こ
ど
も
園
が
あ
り
ま
す
。

認
定
区
分
に
よ
り
、
希
望
に
合
っ
た

教
育
や
保
育
を
利
用
で
き
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
／
幼
稚
園
と
保
育
所

の
機
能
や
特
長
を
併
せ
持
ち
、
地
域

の
子
育
て
支
援
も
行
う
施
設
で
す
。

※
市
内
に
は
私
立
の
認
定
こ
ど
も
園

が
３
施
設
あ
り
ま
す
。

保
育
所
／
就
労
な
ど
の
た
め
、
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
保
護
者
に
代
わ
り
、

保
育
を
行
う
施
設
で
す
。

※
市
内
に
は
公
立
保
育
所
が
13
施
設
、

私
立
保
育
園
が
５
施
設
あ
り
ま
す
。

幼
稚
園
／
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基

盤
を
つ
く
る
た
め
、
幼
児
期
の
教
育

を
行
う
施
設
で
す
。

※
市
内
に
は
私
立
の
旭
幼
稚
園
が
あ

り
ま
す
。

三
つ
の
認
定
区
分

　
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
、
市
が
認
定
す
る
認
定
区
分
に
よ

り
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
が

利
用
で
き
ま
す（
別
図
）。

１
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
教
育
を

希
望
す
る
子
ど
も

２
号
認
定
／
満
３
歳
以
上
で
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

３
号
認
定
／
満
３
歳
未
満
で
保
育
を

必
要
と
す
る
子
ど
も

※
旭
幼
稚
園
は
認
定
申
請
が
不
要
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

に
は

　
保
育
所
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、

次
の
事
由
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
同
居
の
親
族
が
保
育
で
き
る
場
合
、

利
用
の
優
先
度
が
調
整
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

〈
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
〉

①
就
労
や
求
職
活
動（
パ
ー
ト
や
居

宅
内
労
働
、
起
業
準
備
な
ど
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
や
障
害

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
中
の
親
族

の
介
護
や
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
就
学（
職
業
訓
練
校
で
の
訓
練
な

ど
を
含
む
）

⑦
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

⑧
育
児
休
業
中
に
、
す
で
に
保
育
所

を
利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、

継
続
利
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る

就
学
前
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
人
へ

来
年
４
月
か
ら
の
教
育
・
保
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
認
定
こ
ど
も
園
、
保
育
所
、
幼
稚
園
を

家
庭
の
状
況
に
合
わ
せ
て
利
用
で
き
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
か
ら
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新制度での子育てサービスの提供イメージ
【別図】

場
合

⑨
前
記
に
類
す
る
状
態
と
し
て
、
市

が
認
め
た
場
合

保
育
料
は
ど
う
な
る
の

　
世
帯
の
市
民
税
額
を
基
に
、
市
が

決
定
し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
で
教

育
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
育
料
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
各
園

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
旭
幼
稚
園
の
保
育
料
は
、
園
が
設

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
保
育
班

☎
62
‐
５
３
１
３

※ 希望する保育所の受付日に来られない場合は、受付期間中に
提出してください。

【認定こども園受付日程表】
入園を希望する
認定こども園 受付開始日 受付会場

認定こども園
あさひこひつじ幼稚園 11月１日（水）

受付期間や時間など
は各園に問い合わせ
てください。

入園を希望する
認定こども園

認定こども園
うなかみ幼稚園
認定こども園
いいおか幼稚園

【保育所受付日程表】

入園を希望する保育所 受付日 受付
会場

中央第一保育所

11月７日（火）

総
合
体
育
館

中央第二保育所
中央第三保育所
池の端保育所
サンライズベビーホーム（私立）
※3歳未満児のみ
海上保育所

11月８日（水）おうめい保育園（私立）
鶴巻保育園（私立）
共和保育所

11月９日（木）
干潟保育所
まんざい保育所
古城保育所
干潟町中央保育園（私立）
ゆたか保育所

11月10日（金）
日の出保育所
とみうら保育所
いいおか保育所
ひかり保育園（私立）

受付時間／午前９時〜午後４時

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
へ
の

入
園
受
け
付
け

　
平
成
30
年
４
月
の
新
規
入
園
を

希
望
す
る
子
ど
も
の
、
入
園
申
請

と
認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
園
で
き
る
の
は

　
１
号
認
定
の
子
ど
も
は
認
定
こ

ど
も
園
、
２
・
３
号
認
定
の
子
ど

も
は
保
育
所
か
認
定
こ
ど
も
園
に

入
園
で
き
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
は
、

市
と
認
定
こ
ど
も
園
で
協
議
の
上
、

決
定
し
ま
す
。

申
請
書
類
の
配
布

　
10
月
16
日

（月）
か
ら
各
保
育
所
や

認
定
こ
ど
も
園
、
子
育
て
支
援
課

で
配
布
し
ま
す
。

申
請
方
法

　
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
外
の
保
育
所
へ
の
入
園
を
希

望
す
る
場
合
は
、
必
ず
子
育
て
支

援
課
に
事
前
連
絡
の
上
、
11
月
10

日
（金）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
５
月
以
降
の
入
園
は

　
年
度
の
途
中
か
ら
保
育
所
に
入

園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
子
育
て

支
援
課
に
、
認
定
こ
ど
も
園
に
入

園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各
園
に

そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ニ
カ
ム
で
利
用
者
支
援

　
旭
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ハ

ニ
カ
ム
で
は
、
認
定
こ
ど
も
園
や

幼
稚
園
、
保
育
所
、
一
時
預
か
り

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援

事
業
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
、

利
用
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

11
月
か
ら
開
始

満3歳以上の
子どものいる家庭

満3歳未満の
子どものいる家庭

認定不要

就学前児童対象
●�一時預かり、地域
子育て支援など

市への申請

保育を
必要としない

保育を
必要とする

保育を
必要としない

保育を
必要とする

１・２・３号認定

認定
こども園
（0〜5歳）

２・３号認定

保育所
（0〜5歳）幼稚園

（3〜5歳）
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ランニングイベント
参加者募集

今年も楽しく走りましょう！

冬の恒例イベント「旭市民駅伝大会」「旭市飯岡しおさいマラソン大会」を開催します。
雄大な旭の自然の中を走り抜けるランニングイベントに、
皆さんも参加してみませんか。

　
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
厳
し
い
コ
ー
ス

を
乗
り
越
え
、
た
す
き
を
つ
な
い
で

よ
り
深
ま
る
絆
。
仲
間
と
と
も
に
出

場
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　

12
月
24
日

（日）　

 

午
前
８
時
20
分

〜（
開
会
式
）

※
雨
天
決
行

コ
ー
ス

　

東
総
運
動
場
陸
上
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
・
中
継
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
そ

の
周
辺
道
路
を
使
用
す
る
周
回
コ
ー

ス（
表
１
）

●
小
学
生
の
部

ス
タ
ー
ト
／
午
前
９
時

区
間（
距
離
）／
６
区
間（
９
・
５
㎞
）

●
中
学
生
の
部
、
高
校
生
の
部
、
一

般
の
部

ス
タ
ー
ト
／
午
前
10
時
10
分

区
間（
距
離
）／
７
区
間（
17
・
４
㎞
）

参
加
資
格

小
学
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
４
年
生
以
上
に
よ
る
チ
ー

ム小
学
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
女
子
に
よ

る
チ
ー
ム

中
学
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
中
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム

中
学
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
女
子
中
学
生
に
よ
る
チ
ー
ム

高
校
生（
男
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
高
校
生
に
よ
る
チ
ー
ム

高
校
生（
女
子
）／
市
内
在
住
・
在
学

の
女
子
高
校
生
に
よ
る
チ
ー
ム

一
般（
男
子
）／
市
内
在
住
･
在
勤
の

16
歳
以
上
の
人
で
構
成
し
た
チ
ー
ム

一
般（
女
子
）／
市
内
在
住
･
在
勤
の

16
歳
以
上
の
女
子
に
よ
る
チ
ー
ム

※
小
学
生
の
部
は
、
第
２
・
４
区
に

限
り
３
年
生
以
下
の
参
加
を
認
め

ま
す
。

※
高
校
生
、
一
般
の
部
は
、
市
外
の

人
の
参
加
を
２
人
ま
で
認
め
ま
す
。

※
小
学
生
の
参
加
は
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
。

※
男
子
の
部
に
女
子
の
参
加
を
認
め

ま
す
。

費
用（
１
チ
ー
ム
）

小
学
生
／
５
０
０
円

中
学
生
、
高
校
生
／
１
、
０
０
０
円

一
般
／
３
、
０
０
０
円

申
込
期
間

　
10
月
13
日

（金）
〜
11
月
19
日

（日）　
午

後
５
時
ま
で

申
し
込
み
方
法

　
総
合
体
育
館
、
海
上
公
民
館
、
い

い
お
か
ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
、
干

潟
公
民
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
費
用
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

旭
市
民
駅
伝
大
会
事
務
局（
体
育

振
興
課
体
育
振
興
班
内
）

☎
64
‐
１
１
３
２

つながるたすき 深まる絆

旭市民駅伝大会
第13回
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スタート 距　離 種　目 制限時間

9：10 ハーフ 男子・女子年
齢別 ２時間30分

9：25 ３㎞ 小学生男女 24分

9：25 ５㎞
中学生男女、
男子・女子年
齢別

35分

11：20 10㎞ 男子・女子年
齢別 １時間10分

11：25 ２㎞
親子（子ども
は小学校3年
生以下）

20分

旭 126

 至銚子市

 至
匝瑳市

122

210

30

矢指ケ浦海水浴場

飯岡海水浴場35

いいおかユートピアセンター

WC

WC

WC

START

ハーフ
折り返し①

ハーフ
折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し①

飯岡体育館

市内参加者駐車場
（旧海上中）

FINISH
WC

 いいおかみなと公園

 飯岡漁港

２km親子
 折り返し

３ｋｍ
折り返し

５ｋｍ
折り返し

中学生以上
４・７区
 折り返し

中学生以上
１・３・６区

 折り返し中学生以上
２・５区
 折り返し

小学生
６区

 折り返し

小学生
１・３・５区

 折り返し

小学生
２・４区
 折り返し

FINISH

START

あさひ健康福祉センター

かんぽの宿旭
あさひパークゴルフ場

東総運動場
陸上競技場

脇鷹橋

中継所

至
干
潟
工
業
団
地

至
大
原
幽
学
記
念
館

救護所

トイレ

給水所

WC

小学生
区　間 距　離
１区 1.9㎞
２区 1.1㎞
３区 1.6㎞
４区 1.1㎞
５区 1.6㎞
６区 2.2㎞
計 9.5㎞

中学生・高校生・一般
区　間 距　離
１区 2.8㎞
２区 2.0㎞
３区 2.5㎞
４区 2.8㎞
５区 2.0㎞
６区 2.5㎞
７区 2.8㎞
計 17.4㎞

（表１）駅伝コース

旭

飯岡

126

 至銚子市

 至銚子市

 至
匝瑳市

122

210

30

矢指ケ浦海水浴場

飯岡海水浴場35

いいおかユートピアセンター

WC

WC

WC

START

ハーフ
折り返し①

ハーフ
折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し②

１０ｋｍ
 折り返し①

飯岡体育館

市内参加者駐車場
（旧海上中）

P

FINISH
WC

 いいおかみなと公園

 飯岡漁港

２km親子
 折り返し

３ｋｍ
折り返し

５ｋｍ
折り返し

中学生以上
４・７区
 折り返し

中学生以上
１・３・６区

 折り返し中学生以上
２・５区
 折り返し

小学生
６区

 折り返し

小学生
１・３・５区

 折り返し

小学生
２・４区
 折り返し

FINISH

START

あさひ健康福祉センター

かんぽの宿旭
あさひパークゴルフ場

東総運動場
陸上競技場

脇鷹橋

中継所

至
干
潟
工
業
団
地

至
大
原
幽
学
記
念
館

（表２）マラソンコース

救護所

トイレ

給水所

WC

　
毎
年
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

参
加
し
、
海
辺
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜

け
ま
す
。

日
時

　
平
成
30
年
２
月
４
日

（日）　
午
前
８

時
〜（
開
会
式
）

コ
ー
ス

　
飯
岡
漁
港
か
ら
井
戸
野
浜
ま
で
、

海
辺
の
道
路
を
使
用
す
る
折
り
返
し

コ
ー
ス（
表
２
）

参
加
資
格

　
制
限
時
間
内（
表
２
）に
完
走
で
き

る
人

費
用

親
子（
市
内
）／
１
、
０
０
０
円

親
子（
市
外
）／
４
、
０
０
０
円

小
中
学
生
／
１
、
０
０
０
円

一
般
／
４
、
０
０
０
円

※
親
子
は
２
人
一
組
、
子
ど
も
は
小

学
校
３
年
生
以
下
で
自
走
で
き
る

こ
と
。

申
込
期
間

　
10
月
１
日

（日）
〜
12
月
１
日

（金）

定
員

　
５
、
０
０
０
人

申
し
込
み
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

①
月
刊
「
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ

Ｎ
Ｅ
Ｔ（http://runnet.jp/

）

か
ら
。

②
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ト
リ
ー（http://

sportsentry.ne.jp/

）か
ら
。

③
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ス
ポ
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（https://jtbsports.jp/

）か
ら
。

④
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

費
用
を
添
え
て
郵
便
局
か
ら
。

⑤
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

費
用
を
添
え
て
、
直
接
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
ま
た
は
い
い
お
か

ユ
ー
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
。

※
申
込
用
紙
付
き
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

総
合
体
育
館
、
い
い
お
か
ユ
ー
ト

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か

●
参
加
賞
、
と
ん
汁
な
ど
の
無
料
配

布
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

●
旧
海
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
市

内
参
加
者
駐
車
場
と
し
、
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

●
く
わ
し
い
内
容
は
、
大
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.shio 
sai-m

arathon.jp/

）で
確
認
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

●
大
会
関
係

旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局（
体
育
振

興
課
体
育
振
興
班
内
）

☎
64
‐
１
１
３
２

●
エ
ン
ト
リ
ー
関
係

旭
市
飯
岡
し
お
さ
い
マ
ラ
ソ
ン
大

会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
送
セ
ン
タ
ー

☎
03
‐
３
７
１
４
‐
７
９
２
４

潮風とともに笑顔が走る

旭市飯岡
しおさいマラソン大会

第29回
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３
Ｒ
と
は　
　

　

リ
デ
ュ
ー
ス（
R
e
d
u
c
e
・

減
ら
す
）、
リ
ユ
ー
ス（
R
e
u 

s
e
・
繰
り
返
し
使
う
）、
リ
サ
イ

ク
ル（
R
e
c
y
c
l
e
・
再
生
利

用
）、
こ
れ
ら
３
つ
の
頭
文
字
を

と
っ
て
「
３
Ｒ
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
３
Ｒ
は
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
環
境
へ
の
負
担
を

減
ら
し
、
地
球
に
や
さ
し
い
資
源
循

環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
行
動

で
す
。

皆
さ
ん
の
取
り
組
み
を
募
集

　
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
見
直
し
、
日

ご
ろ
か
ら
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

行
動
を
心
掛
け
、
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
家
族
や
事
業
者
単
位
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
ご
み
減
量
化
と

３
Ｒ
推
進
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

【
市
民
宣
言
】

　
ま
ず
は
市
民
チ
ャ
レ
ン
ジ
か
ら
。

２
か
月
間
、
家
族
で
３
Ｒ
行
動
に
取

り
組
み
、
達
成
す
る
と
エ
コ
バ
ッ
グ

が
も
ら
え
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
後
に
、
ご
み
減
量
化

と
３
Ｒ
推
進
を
継
続
す
る
意
気
込
み

や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
「
我
が
家
の
ご

み
減
量
化
宣
言
」
と
し
て
宣
言
し
た

人
は
、
市
指
定
の
資
源
ご
み
袋
30
枚

が
も
ら
え
ま
す
。

対
象
／
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
人

（
申
請
は
１
世
帯
に
つ
き
１
人
）

期
間
／
10
月
２
日

（月）
〜
平
成
30
年
２

月
28
日

（水）

募
集
数
／
２
５
０
人
程
度

申
込
期
限
／
12
月
28
日

（木）

申
し
込
み
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
環
境
課
ま
た
は

各
支
所
住
民
室
に
持
参
す
る
か
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

【
事
業
者
宣
言
】

　
ご
み
減
量
化
と
３
Ｒ
推
進
へ
の
取

り
組
み
宣
言
を
し
て
、
３
Ｒ
行
動
に

取
り
組
み
ま
す
。
宣
言
ス
テ
ッ
カ
ー

が
も
ら
え
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
事
業
所
名
が
紹
介
さ
れ
ま

す
。

　
６
か
月
間
の
取
り
組
み
結
果
に
よ

り
、
優
良
度（
☆
１
〜
３
つ
）が
判
定

さ
れ
、
認
定
書
を
交
付
さ
れ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
さ
れ

ま
す
。

対
象
／
市
内
の
小
売
事
業
者
・
飲
食

店
や
事
業
所（
製
造
工
場
な
ど
を
含

む
）

期
間
／
10
月
２
日

（月）
〜
平
成
30
年
９

月
30
日

（日）

申
込
期
限
／
平
成
30
年
３
月
30
日

（金）

申
し
込
み
方
法
／
宣
言
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
環
境
課
ま
た
は
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
持
参
す
る
か
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

〈
共
通
事
項
〉

　
申
込
書
や
宣
言
書
は
、
環
境
課
、

市
役
所
本
庁
、
各
支
所
住
民
室
で
受

け
取
れ
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

取
り
組
み
は
身
近
な
こ
と

か
ら	

【
リ
デ
ュ
ー
ス
】

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
。

●
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
、
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
・
過
剰
な
包
装
な
ど
は
断
り

ま
し
ょ
う
。

［発生抑制］リデュース

リユース
リサイクル

ごみを減らす

［再生利用］
資源として再生利用

［再使用］
繰り返し使う

3R3R
市
で
は
10
月
１
日
に
「
ご
み
減
量
化
と
３
Ｒ
推
進
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

全
て
の
市
民
と
事
業
者
が
３
Ｒ
の
重
要
性
を
認
識
し
、

ご
み
を
限
り
な
く
減
ら
し
て
い
く
こ
と
で
、

環
境
に
や
さ
し
い
資
源
循
環
型
の
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ご
み
減
量
化
と
３
Ｒ
推
進
の
ま
ち
を
宣
言　

き
れ
い
な
旭
を
つ
く
る
た
め
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　ペットボトルを資源ごみとして出す場合は、キャッ
プを取り、ラベルをはがしてください。ラベルをはが
すことによって異物が除かれ、より効率的に品質の高
いリサイクルを行うことができます。
　ラベルとキャップは、プラスチック製容器包装専用
の袋に入れてください。

生ごみ処理機等購入補助金
　生ごみ処理機などを購入した世帯に補助を行います。
対象／市内に住所のある世帯主
要件／●世帯全員が市税に滞納がない　●市内で購入
している　●堆肥化容器の場合、有効容量が100ℓ以
上でふた付の物
補助額／●生ごみ堆肥化容器：購入価格の２分の１の
額（限度額は3,000円、１世帯２基まで）　●電動生ご
み処理機：購入価格の２分の１の額（限度額は20,000
円、１世帯１基まで）　※�予算に限りがあります。

資源ごみ集団回収促進事業奨励金
　家庭から出た古紙や空き缶などの資源ごみを回収
し、業者へ引き渡すリサイクル活動を応援します。
　市に登録し、回収を実施した団体に、回収量に応じ
て奨励金を交付します。奨励金は備品の購入や旅行費
など、団体の活動費として活用できます。
対象／地域住民により10世帯以上で構成された団体
奨励金／１㎏当たり５円（年度内20万円まで）

小型家電の無料回収ボックス
　ごみの再資源化と減量化のため、市役所本庁と第二
庁舎、各支所に小型家電の回収ボックスを設置してい
ます。
対象／携帯電話、スマートフォン、デジタルカメラ、
CDプレーヤー、携帯ゲーム機、これらの付属品など

リサイクル情報コーナー
　家庭で不要になったリサイクル用品の譲渡、譲り受
けを希望する人の情報交換の場として、市役所本庁と
各支所に掲示板を設置しています。

今年度生ごみ処理機を購入した向後さん（足川）

ボトル

キャップ

ラベル

ボトル：PE
キャップ：PP

WATER

●
使
い
捨
て
の
商
品
は
避
け
、
詰
め

替
え
な
ど
が
で
き
る
商
品
を
選
び

ま
し
ょ
う
。

【
リ
ユ
ー
ス
】

　
繰
り
返
し
使
う
。

●
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル（
返
却
・
回
収
で

き
る
）容
器
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
に
な
っ
た
も
の
は
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

●
リ
ー
ス
や
レ
ン
タ
ル
製
品
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

●
修
理
し
て
大
事
に
長
く
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

【
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
資
源
と
し
て
再
生
し
て
使
う
。

●
ご
み
を
正
し
く
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

●
瓶
、
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
は

軽
く
す
す
い
で
、
キ
ャ
ッ
プ
や
ラ

ベ
ル
も
分
別
し
ま
し
ょ
う
。

●
生
ご
み
は
生
ご
み
処
理
機
や
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
、
堆
肥

に
し
て
再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
再
生
材
を
利
用
し
た
商
品
を
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
２
８
９
‐
２
５
９
５

旭
市
ニ
の
１
９
２
０
番
地

環
境
課
環
境
政
策
班

☎
62
‐
５
３
２
８

d 

62
‐
４
２
０
０

ペットボトルはラベルをはがして

あなたの３Ｒ活動をサポート

ペットボトル プラスチック製容器包装

毎月集団回収を実施している瀬道子供育成会
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【陸上】
大会名：第48回ジュニアオリンピック陸上競技大会
場　所：神奈川県横浜市
期　日：10月27日〜29日

林　太一さん（一中・３年）
３年男子110ｍハードル

川口　雄太さん（二中・３年）
共通男子円盤投げ

福田　涼太さん（二中・２年）
２年男子砲丸投げ

髙尾　啓太朗さん（二中・１年）
１年男子1,500ｍ

　
市
で
は
人
口
減
少
の
歯
止
め
と
経

済
の
活
性
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
郷
土
愛
か

ら
つ
な
ぐ
未
来 

ず
〜
っ
と
大
好
き

な
ま
ち
旭
」
を
目
指
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　

　
市
長
が
直
接
市
民
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
う
「
地
区
懇
談
会
」
を
開
催
し
、

地
域
の
課
題
や
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
意
見
・
提
案
を
も
ら
い
、

市
政
に
生
か
し
ま
す
。　

　
今
回
は
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
の

方
向
性
な
ど
、
市
政
全
般
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
政
策
課
企
画
調
整
班

☎
62
‐
５
３
０
７

期　日 時　間 場　所

10月16日（月）

午後７時～９時
※ 受け付けは開始

の30分前から

総合体育館サブアリーナ

10月17日（火） 飯岡保健センター多目的ホール

10月23日（月） 一中体育館

10月24日（火） 海上公民館

10月25日（水） 干潟公民館３階大会議室

開催日程

※17日は、手話通訳者を配置します。

総合体育館サブアリーナ（昨年）の様子

おめでとう　全国大会出場
拍手

喝采
はくしゅ

かっさい

地
区
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
市
長
と
話
そ
う
！
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国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
な
ど

の
人
が
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
国
民
年
金

に
上
乗
せ
の
給
付
を
行
う
制
度
で
す
。

　
　加

入
条
件

　
県
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の

い
ず
れ
か
の
人
が
加
入
で
き
ま
す
。

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
保
険
料
を
納

め
て
い
る
。

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
国
民
年

金
に
任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
て
い
る
。

制
度
の
仕
組
み

●
１
口
か
ら
加
入
で
き
ま
す
。
掛
け

金
は
加
入
時
の
年
齢
や
性
別
で
決

ま
り
ま
す
。
１
か
月
の
掛
け
金
が

６
８
、
０
０
０
円
以
内
な
ら
何
口

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

●
受
け
取
る
年
金
月
額
は
、
35
歳
ま

で
に
加
入
し
た
人
で
、
１
口
目
は

２
０
、
０
０
０
円
、
２
口
目
以
降

は
１
口
当
た
り
１
０
、
０
０
０
円

で
す
。

●
掛
け
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

　
次
の
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
や
猶
予

な
ど
を
受
け
て
い
る
人

●
海
外
に
居
住
し
、
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
る
人

●
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

●
付
加
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

千
葉
県
国
民
年
金
基
金

1
０
１
２
０
‐
６
５
４
１
９
２

☎
０
４
３
‐
２
２
１
‐
６
３
７
０

国民年金
（老齢基礎年金）

国民年金
（老齢基礎年金）

厚生年金

厚生年金基金など
国民年金基金

上
乗
せ
部
分
共
通
部
分

自営業や
フリーで働く人

サラリーマンなど

国民年金
（老齢基礎年金）

国民年金
（老齢基礎年金）

厚生年金

厚生年金基金など
国民年金基金

上
乗
せ
部
分
共
通
部
分

自営業や
フリーで働く人 サラリーマンなど

上乗せ給付の仕組み 国
民
年
金
に
ゆ
と
り
を
プ
ラ
ス

「
国
民
年
金
基
金
」で

主な債権の種別など 問い合わせ先

強
制
徴
収
公
債
権

市自らが、差
し押さえなど
の強制徴収が
できる

市税・国民健
康保険税

税務課収税班
（☎62-5322）

後期高齢者医
療保険料

保険年金課高齢者医療年金班
（☎62-5882）

保育料 子育て支援課保育班
（☎62-5313）

介護保険料 高齢者福祉課介護保険班
（☎62-5308）

下水道受益者
負担金・使用
料

下水道課管理班
（☎62-5357）

非
強
制
徴
収
公
債
権

裁判所に申し
立てをすれば、
差し押さえな
どの強制執行
ができる

農業集落排水
処理施設使用
料

農水産課農業基盤整備班
（☎68-1173）

私
債
権

市営住宅家賃 財政課管財営繕班
（☎62-5315）

学校給食費
旭市第一学校給食センター
（☎62-0366）
旭市第二学校給食センター
（☎55-2246）

放課後児童ク
ラブ受託料

学校教育課学務班
（☎55-5724）

水道料金
水道課業務班
（☎63-9180）
旭市水道お客様センター
（☎63-8881）

多重債務に関する相談
旭市消費生活センター
（☎62-8019）
※午前９時〜午後４時

【問い合わせ先一覧】　市が実施しているさまざまな行政サービスは、皆さ
んの納付の積み重ねによって成り立っています。昨今
の厳しい経済状況の中でも、ほとんどの人は納期限内
に納付をしています。

納期限内に納付しましょう
　市税や保険料など市への納付金は、納期限内での自
主納付が原則です。督促状発送日から１０日を経過し
ても納付がない場合は、差し押さえなどの滞納処分の
対象になります。
　「住宅ローンがあるから払えない」「車のローンがあ
るから払えない」などは、決して滞納の理由になりま
せんし、納付義務を免れるものでもありません。税金
の納付は、借金を含む全ての債務に優先されると、地
方税法で定められています。

納付に困ったときは相談を
　病気や失業、災害、生活困窮などのやむを得ない事
情により、納期限内の納付が困難になった場合は、納
付計画などの相談に応じています。早めに担当課に相
談してください。また多重債務などで困っている人は、
旭市消費生活センターに相談してください。

納付は口座振替で
　市では、口座振替による納付を原則化しています。
現在、市税・保険料・各種使用料などを納付書で納め
ている人は、便利で納め忘れのない口座振替への切り
替えに協力してください。

納付は期限内に市税・保険料・使用料など
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10
月
１
日

（日）
〜
７
日

（土）

全
国
労
働
衛
生
週
間

　
「
働
き
方
改
革
で
見
直
そ
う　

み

ん
な
が
輝
く　

健
康
職
場
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
労
働
者
の
健
康

を
め
ぐ
る
問
題
を
踏
ま
え
て
、
治
療

を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
、

治
療
と
仕
事
の
両
立
に
向
け
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
銚
子
労
働
基
準
監
督
署（
☎
０
４

７
９
‐
22
‐
８
１
０
０
）

10
月
15
日

（日）
〜
21
日

（土）

違
反
建
築
防
止
週
間

　
違
反
建
築
防
止
週
間
に
は
建
築
パ

ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
生
命
・
健
康
・
財
産
を
守
る
た
め

に
、
建
築
基
準
法
な
ど
の
法
令
や
手

続
き
を
守
り
、
建
物
の
安
全
性
を
確

保
し
ま
し
ょ
う
。

問
都
市
整
備
課
建
築
班（
☎
62
‐
５

８
９
５
）

相
談
し
ま
せ
ん
か

10
月
16
日
か
ら
22
日
は

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
や
特

殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
「
相

談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
、
ど
こ

に
行
け
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」「
苦

情
を
言
い
た
い
け
ど
、
直
接
窓
口
に

は
、
言
い
た
く
な
い
」
そ
ん
な
と
き

は
、
行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
相
談
者
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
／
●
10
月
10
日

（火）（
市
役
所

本
庁
）　
●
10
月
24
日

（火）（
海
上
支
所
）

時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

問
市
民
生
活
課
市
民
生
活
支
援
班

（
☎
62
‐
５
３
９
６
）

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

差
し
押
さ
え
物
件
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
市
税
滞
納
の
た
め
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！ 

官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
で
公
売
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

参
加
申
込
期
間
／
11
月
８
日

（水）　
午

後
１
時
〜
21
日

（火）　
午
後
11
時

入
札
期
間
／
11
月
28
日

（火）　
午
後
１

時
〜
12
月
５
日

（火）　
午
後
１
時

※
今
回
の
物
件
は
農
地
の
た
め
、

「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
な
い
と

公
売
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
収
税
班（
☎
62
‐
５
３
２

２
）あ

な
た
の
募
金
が
役
立
て
ら
れ
ま
す

「
赤
い
羽
根
募
金
」に
協
力
を

　
10
月
１
日

（日）
か
ら
12
月
31
日

（日）
を

実
施
期
間
と
し
た
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
千
葉
県

共
同
募
金
会
を
通
じ
て
社
会
福
祉
協

議
会
や
社
会
福
祉
施
設
に
配
分
さ
れ
、

寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
や
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
、
手
助
け
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。

問
旭
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
57
‐

５
５
７
７
）

里
親
募
集

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
が
い
ま
す

　
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
は
、
安
定
し
た
家
庭
環
境
の
中

で
、
温
か
い
愛
情
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
親
の
病
気
や
離
婚
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
的
な
温
も
り

を
求
め
て
い
る
子
ど
も
を
、
家
庭
と

し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意
を

持
っ
て
育
て
て
く
れ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

委
託
期
間（
里
親
家
庭
に
子
ど
も

を
預
け
る
期
間
）は
、
１
週
間
程
度

か
ら
数
年
程
度
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

委
託
を
受
け
た
里
親
に
は
、
子
ど
も

の
生
活
費
な
ど
が
委
託
費
と
し
て
支

払
わ
れ
ま
す
。

問
銚
子
児
童
相
談
所（
☎
０
４
７
９

‐
23
‐
０
０
７
６
）

インフォメーション
くらしの

ワイド
問
…
問
い
合
わ
せ

　

…
申
し
込
み

◆市県民税　第３期
◆国民健康保険税　第５期
◆介護保険料　第５期
◆後期高齢者医療保険料　第４期
納期限は10月31日（火）です。
※国民年金保険料は毎月納付です。

今月の納期

　浄化槽は１年に１回以上の清掃を実施すること
が、法律で義務付けられています。清掃は東総衛
生組合の許可を受けた業者に依頼してください。
【清掃許可業者】
旭市
●（株）加藤設備（☎63-8277）　
●（株）旭住宅�（☎63-8150）
●旭衛生センター（株）（☎63-9551）
●（有）いしげ水質管理センター（☎63-2282）　
匝瑳市
●（株）トーソーエンバイテック（☎72-4231）
●（有）銚子浄化槽管理センター（☎73-3840）
横芝光町
●（株）五十嵐商会海匝営業所（☎84-1119）
●（有）光クリーンセンター（☎84-2244）
●（有）ユート・アメニティ（☎84-3270）
問東総衛生組合旭クリーンパーク（☎62-0794）

浄化槽は定期的に清掃を
合併・単独浄化槽の汚泥引き抜き

©千葉県共同募金会
マスコットキャラクター

「びわぴよ」
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届
出
が
必
要
で
す

国
民
健
康
保
険
の

第
三
者
行
為
で
の
治
療

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
が
、
交
通
事
故（
自
損
事
故
含
む
）

や
傷
害
事
件
な
ど
、
第
三
者（
加
害

者
）の
行
為
に
よ
り
け
が
や
病
気
を

し
、
保
険
証
を
使
っ
て
治
療
を
受
け

る
場
合
は
、
保
険
者（
旭
市
）に
事
前

に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
場
合
の
治
療
費
は
、
本
来
第

三
者
が
責
任
に
応
じ
て
負
担
す
べ
き

も
の
を
、
市
が
一
時
的
に
立
て
替
え
、

後
日
請
求
す
る
も
の
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

原
因
と
対
処
法

第
三
者
行
為
に
よ
る
病
気
や
け
が

（
交
通
事
故
や
傷
害
な
ど
）

①
市
役
所
で
「
被
保
険
者
証
の
使
用

許
可
申
請
書
」
を
提
出

②
発
行
さ
れ
た
「
許
可
書
」
を
持
っ

て
病
院
を
受
診

③
受
診
後
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に

「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
提
出

自
分
自
身
で
の
転
倒
や
衝
突
な
ど
の

け
が（
自
損
事
故
）

①
市
役
所
で
「
被
保
険
者
証
の
使
用

許
可
申
請
書
」
と
「
傷
病
届
」
を

提
出

②
発
行
さ
れ
た
「
許
可
書
」
を
持
っ

て
病
院
を
受
診

通
勤
中
・
業
務
中
の
け
が
や
病
気

①
「
労
働
者
災
害
補
償
保
険（
労

災
）」
の
適
用
と
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
事
業
所（
会
社
）に
相
談

※
必
要
書
類
は
、
保
険
年
金
課
や
各

支
所
の
窓
口
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
第
三
者
行
為
に
よ
る
病
気
や
け
が

の
例

◦
交
通
事
故

◦
自
損
事
故
の
同
乗
者
だ
っ
た
場
合

（
運
転
者
が
第
三
者
と
な
り
ま
す
）

◦
一
方
的
な
暴
力
や
傷
害
行
為
を
受

け
た
場
合

●
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
場
合

の
例

◦
犯
罪
行
為
や
故
意
の
事
故
、
自
傷

行
為

◦
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
な
ど
の

悪
質
な
法
令
違
反

◦
け
ん
か（
一
方
的
な
暴
力
や
傷
害

行
為
を
受
け
た
場
合
を
除
く
）

問
保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
班

（
☎
62
‐
５
３
３
１
）

「
N
O
! 

不
正
軽
油
宣
言
・
千
葉
」

10
月
は

「
全
国
不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」

　
不
正
軽
油
の
製
造
・
販
売
・
使
用

は
、
脱
税
行
為
だ
け
で
な
く
、
県
民

の
健
康
や
地
域
の
環
境
に
悪
影
響
を

与
え
る
犯
罪
行
為
で
す
。

　
10
月
は
不
正
軽
油
の
撲
滅
を
目
指

し
て
、
全
国
一
斉
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
で
は
、

こ
の
期
間
に
合
わ
せ
、
集
中
的
な
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

問
香
取
県
税
事
務
所（
☎
０
４
７
８

‐
54
‐
１
３
１
４
）

電
話
で
無
料
相
談

第
35
回
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

　
千
葉
県
眼
科
医
会
会
員
が
、
目
の

健
康
に
つ
い
て
の
相
談
に
答
え
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時
／
10
月
９
日（
月
・
祝
）　
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

相
談
電
話
／
０
４
３
‐
２
４
２
‐
４

２
７
１（
当
日
の
み
）

問
千
葉
県
眼
科
医
会
事
務
局（
☎
０

４
３
６
‐
26
‐
５
５
６
７
）

移
動
暴
力
相
談
所
を
開
設

暴
力
団
か
ら
の
被
害
防
止

と
保
護
救
済
の
た
め

日
時
／
10
月
11
日

（水）　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所
／
海
匝
地
域
振
興
事
務
所
１
階

相
談
室

問
公
益
財
団
法
人
千
葉
県
暴
力
団
追

放
県
民
会
議
事
務
局（
☎
０
４
３
‐

２
５
４
‐
８
９
３
０
）

袋
東
た
め
池

秋
の
へ
ら
鮒
釣
り
大
会

日
時
／
10
月
22
日

（日）　
午
前
５
時
30

分
受
け
付
け
開
始

場
所
／
袋
東
た
め
池

費
用
／
１
、
０
０
０
円

※
弁
当
代
含
む
、
参
加
賞
あ
り
。

問
大
会
事
務
局（
☎
63
‐
９
０
７

７
）長

熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

秋
の
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
大
会

日
時
／
11
月
３
日（
金
・
祝
）　
午
前

６
時
受
付
開
始

場
所
／
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー

費
用
／
２
、
０
０
０
円（
小
学
生
以

下
：
１
、
０
０
０
円
）

※
弁
当
代
含
む
、
参
加
賞
あ
り
。

前
売
り
券
／
10
月
１
日

（日）
か
ら
長
熊

釣
堀
セ
ン
タ
ー
管
理
棟
で
販
売（
販

売
数
２
６
０
枚
）。

問
長
熊
釣
堀
セ
ン
タ
ー（
☎
68
‐

４
６
０
２
）

大勢の参加者が釣果を競う

12月17日（日）は
旭市議会議員選挙の投票日

　任期満了に伴う旭市議会議員選挙は次の
とおり行われます。
　なお議員の定数は20人です。

選挙の日程
告示・立候補受け付け／12月10日（日）
期日前投票／12月11日（月）〜16日（土）

立候補予定者説明会
日時／11月11日（土）　午前10時から
場所／旭市役所本庁３階委員会室
※�各候補者につき２人以内で出席してくだ
さい。
問旭市選挙管理委員会（☎62-5310・総務
課庶務行政班内）
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大規模災害から命を守れ
旭市総合防災訓練

①②

参加者の質問に笑顔で答える宮﨑監督

　卓球日本代表総監督である宮﨑義仁
氏の講演会が、旭市総合体育館で開
催。宮﨑監督は世界で活躍する張本智
和選手や平野美宇選手らを育てた経験
から、その指導方法や夢を持つことの
大切さなどを話しました。講演後市内
の卓球選手から質問を受けると、笑顔
で丁寧に答えていました。

意思あるところに
道は開ける

９月
３日

活発な議論が行われる（飯岡会場） 昔ながらの農村文化を体験

　電車やバス、タクシーなどの地域公
共交通について話し合う、地域別意見
交換会が市内４会場で開催されました。
参加者からは足の不自由な高齢者への
対策や、コミュニティバスのルート効
率化などについて意見がありました。
これらの意見は今年度策定する地域公
共交通網形成計画に反映されます。

　農業体験を通じて都市との交流を図
ろうと、毎年開催されている米作り交
流事業。この稲刈り体験が大原幽学ゆ
かりの水田で行われました。稲刈りの
前に、刈り取った稲を束ねる縄を編む
体験をした参加者は「１本編むのもす
ごく大変。昔の人は凄いですね」など
と話していました。

昔の人ってすごい！
幽学の里で米作り体験

９月
３日

　地震や津波などの大規模災害を想定して９月３日、海上中で総合防災
訓練が実施されました。この日訓練に参加した住民や関係者2,265人は、
自衛隊と消防が連携した人命救助、住民が参加しての土のう積みや初期
消火訓練、Jアラート（全国瞬時警報システム）による国民保護のサイレン
音の紹介や避難の説明など、非常時を想定したさまざまな訓練を行いま
した。海岸沿線地区では津波避難訓練も実施され、大津波襲来に備え避
難場所へと向かう参加者たちの姿がありました。

見
あさひ

けん
ぶん

ろく
録

①非常時は自衛隊と消防の連携も重要　②消火器で上手に消せるかな
③土のう積みに挑戦③

将来に向け
地域公共交通を話し合う

９月
9・10日

広報あさひ　2017.10.1 12

聞
旭市のさまざまな情報を
Facebookで公開しています
旭市　フェイスブック 検 索



優勝おめでとう

強烈なスマッシュを打つ木原選手（奥）

　世界ジュニア卓球選手権大会に出場
する男女日本代表の選手選考会が、総
合体育館で開催。３日間におよぶリー
グ戦と決勝トーナメントを制し、男
子は田中佑汰選手（愛知工業大名電高
校）、女子は木原美悠選手（ＪＯＣエリ
ートアカデミー）が日本代表に内定し
ました。

男女各12人が
日本代表をかけて激突

まちで見た、聞いた出来事を届けます

　いいおかふれあいスポーツ公園で
「復興祈願�第23回飯岡しおさいカッ
プ」が開催。小学校低学年と高学年の
部にそれぞれ13チームが出場し、競
い合いました。
　高学年の部はFCあさひが３位、飯
岡FCが４位、低学年の部は飯岡FCが
４位と健闘しました。

優勝を目指して市内外
サッカーチームが熱戦

９月
10日

鶴巻保育園児が元気に祝福（海上公民館）

　お年寄りの皆さんの健康と長寿を祝
う旭市敬老大会が、東総文化会館、海
上公民館、いいおかユートピアセンター
の各会場で開催されました。会場では、
旭市観光大使の桂竹千代さんの落語
や、保育所・幼稚園の子どもたちの遊
戯などのほか、文化協会の歌謡や舞踊
などの芸能発表が披露されました。

いつまでもお元気で
笑顔でいてね

９月
18日

ボールを奪おうと競り合う選手たち

発想力豊かな作品に触れる来場者

科学に興味や関心を
第13回旭市児童生徒科学作品展

　夏休みに取り組んだ論文や工作などを集めた市内小中
学生の作品展が、９月９日に海上公民館で開催されまし
た。特別賞受賞の中から10作品が県展に出品されます。
県展出品者は次のとおり（敬称略）。
工作／菅谷梨々花（中和小・４年）、新居瑠偉（海上中・
１年）、川口遥

はる

磨
ま

（豊畑小・２年）、宇野澤媛
え

舞
ま

（琴田小・
１年）、石見翼（鶴巻小・３年）　
論文／川口璃

り

音
おん

（中央小・１年）、宇井凜
り

桜
お

（豊畑小・４
年）、渡辺悠

はるか

楓（干潟小・６年）、矢作早
さ

羅
ら

（ニ中・１年）、
山﨑美穂（ニ中・２年）

　昭和23年に香取郡飯高村立飯高中学校に奉職して以
来、旭市立共和小学校長で退職されるまでの38年余り
にわたり、指導者として児童生徒に深い愛情を注ぎ、学
校経営においても、授業力の向上を中心として後任の育
成に尽力されました。退職後は海上町教育委員会教育長
として、学校教育や社会教育など教育行政の振興・発展
に貢献されました。

高齢者叙勲
瑞宝双光章

（教育功労）
石槗裕さん　88歳（後草）

９月
15〜17日

拍手

喝采
はくしゅ

かっさい

共に戦ったボードと一緒に

【サーフィン】
大会名：NSA�第52回
　　　　全日本サーフィン
　　　　選手権大会2017
　　　　キッズクラス　優勝
場　所：静岡県磐田市
期　日：８月22日〜27日

渡邉壱
いっ

孔
こう

さん（飯岡小・５年）
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研究科システム創成専攻知能ロボット学研究室：石黒浩
栄誉教授）　●県民公開講座②「機械の世界と生き物の世
界」（東京大学：養老孟司名誉教授）

�
　インフルエンザワクチンの接種を始めます
期間／11月１日（水）〜平成30年３月30日（金）
費用（１回）／4,320円
接種回数／●13歳以上は１回　●12歳以下は２回（２〜
４週間隔）

�
　

 
第56回全国自治体病院学会 
一般向けの県民公開講座が開催

　第56回全国自治体病院学会（学会長：旭中央病院吉田
象二理事長、副学会長：旭中央病院田中信孝病院長）で
は、一般向けの「県民公開講座」を開催します。アンドロ
イド研究の第一人者でもあるロボット工学者石黒浩さん
と、大ベストセラー「バカの壁」著者として知られる解剖
学者の養老孟司さんが講演する予定です。料金や事前申
し込みは不要ですので、気軽に参加してください。
日時／10月20日（金）　午後１時〜３時５分（開場：午
後０時30分）
会場／幕張メッセ国際会議場（千葉市）　
内容／●県民公開講座①「人と関わるロボットの研究開
発は医療分野に何をもたらすのか？」（大阪大学基礎工学

http://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

接種対象 成　人 小　児

受付時間 通常診療日の午前８時
～11時 小児科に通院中の人

は、受診時に担当医師
に相談してください。受付外来 内科

そのほか

65歳以上の市民には、
旭市の予診票が郵送さ
れますので持参してく
ださい。届かない場合
は、市健康管理課（☎
63-8766）に問い合せ
てください。

市内の中学生以下を対
象に、ワクチン接種を
受け付けます。
期日／11月８日（水）、
22日（水）、12月13日

（水）、27日（水）
受付時間／午後２時～
診察・接種／午後３時～

認知症とは
　認知症は脳の病気であり、単なる物忘れとは異なり
ます。脳に生じた何らかの障害によって、記憶するこ
とや、時・場所・人などを認識することが難しくなっ
たり、物事を考えることや判断することにも支障が出
たりします。進行すると日常生活での動作が困難にな
り、言葉で自分の意思を表すことが難しくなります。
　認知症の人が安心して地域で生活を送るためには、
家族や地域の人の認知症に対する正しい理解と支援が
とても大切です。
認知症サポーターとは
　特別なことをするわけではありません。認知症につ
いて正しい知識を身に付け、認知症の人やその家族を
地域や職場などで温かく見守り、支えていく応援者で
す。
認知症サポーターになるためには
　認知症の症状や対応方法などを学ぶ「認知症サポー

ター養成講座」を受講します。受講した人には認知症
を理解したサポーターの証として「オレンジリング」が
渡されます。市内ではこれまで小中学生や民生委員、
銀行員、郵便局員など、さまざまな人が受講しました。
認知症サポーターの申し込み方法
　10人以上のグループや団体で、電話で申し込んで
ください。月曜から金曜日の午前９時から午後５時ま
での間で、希望する日に「認知症サポーター養成講座」
を開催します。
　参加人数が10人に満たない場合や、上記以外の時
間帯を希望する場合は相談してください。

旭市地域包括支援センター（☎62-5433・高齢者
福祉課高齢者班内）

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス

旭中央病院便り　  vol. 62

地域で支えよう認知症

　認知症サポーターの証「オレンジリング」
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H e a l t h y  S q u a r e

くらし●
インフォメーション

　問…問い合わせ

種　別 期　日 受付時間 対象・内容

健康
診査

乳児健康診査
10月 2日（月）

12：50～13：10
平成29年 5月13日～6月 3日生

10月27日（金） 平成29年 6月 4日～6月25日生

１歳６か月児健康診査
10月11日（水）

12：50～13：10
平成28年 2月23日～3月19日生

10月20日（金） 平成28年 3月20日～4月12日生

２歳児歯科健康診査
10月12日（木）

9：00～ 9：20
平成27年 3月28日～4月12日生

10月26日（木） 平成27年 4月13日～5月 4日生

３歳児健康診査 10月 6日（金） 12：50～13：10 平成26年 4月23日～5月12日生

相談 育児相談 10月18日（水） 9：00～10：00 乳幼児の発育確認、言葉、食事、歯などの相談

教室

両親学級
10月17日（火）

9：00～ 9：15
お産の経過と呼吸法、赤ちゃん抱っこ体験など

10月31日（火） 沐
もく

浴
よく

実習、妊婦体験など

子育て学級 10月17日（火） 9：15～ 9：30 平成29年６月11日～8月20日生の第１子と保護者
内容：ベビーマッサージや育児の情報交換など

離乳食教室
※申込制 10月13日（金） 9：30～ 9：45 平成29年５月～６月生

内容：離乳食の進め方（講話、調理実習）

健康ひろば
親と子の健康づくり  場所・問飯岡保健センター（☎57-3113）

健康診断の結果を分かりやすく解説
「からだ点検会」
日時／10月31日（火）　午前９時30分〜11時
場所／旭市保健センター
対象／20歳以上で健康診断を受けたことがある人
定員／30人
内容／講話「健診でわかること」、運動指導「軽い運動で
ロコモ予防」
費用／無料
持ち物／健診の結果、タオル、飲み物、運動しやすい靴
申し込み方法／旭市保健センター窓口へ持参するか、電
話またはファクスで申し込んでください。

健康管理課予防班（☎63-8766、FAX64-1618）

特定不妊治療費を助成します
　不妊治療のうち、高額で医療保険が適用されない体外
受精と顕微授精に要する費用の一部を助成します。
助成条件／●千葉県特定不妊治療費助成事業の助成決定
を受けていること　●夫と妻が申請日の１年以上前か
ら市内に住所があり居住していること　●申請日におい
て、市税の滞納がないこと
助成額／不妊治療に要した費用から、千葉県特定不妊治
療費助成事業による助成額を引いた額の２分の１
※年額10万円を上限。
問健康管理課庶務企画班（☎63-8766）

健康インフォメーション

種　別 期　日 受付時間 対　象
ＢＣＧ 10月18日（水） 13：15～13：45 生後12か月未満 

【集団接種】　場所：旭市保健センター

予防接種　問旭市保健センター（☎63-8766）

【定期個別接種】　場所：各指定医療機関
種　別 対　象

ヒブ 生後２～60か月未満
小児用肺炎球菌 生後２～60か月未満
四種混合、ポリオ 生後３～90か月未満
水痘 生後12～36か月未満

麻しん・風しん混合
１期：生後12～24か月未満
２期： 平成23年４月２日～24年４

　月１日生

日本脳炎

１期： 生後６～90か月未満
２期：９～13歳未満
特例対象：平成19年４月１日以前生

まれの20歳未満で、接種
を完了していない人

Ｂ型肝炎 １歳未満

高齢者肺炎球菌

65歳・70歳・75歳・80歳・85歳・
90歳・95歳・100歳 の 人、60～64
歳で心臓などに障害のある人
※ ４月２日（日）～平成30年４月１日
（日）に対象年齢になる未接種者に
3,000円を助成（助成は１回限り）。
助成期間は平成30年３月31日（土）
までです。

高齢者インフルエンザ
65歳以上の人、60～64歳で心臓な
どに障害のある人
※1,000円を助成（12月末まで）

広報あさひ　2017.10.115



今月のおすすめ 新着図書

開館時間／火〜金曜日…午前９時〜午後６時
　　　　　土・日曜日…午前９時〜午後５時
今月の休館日／10日（火）、19日（木）、毎週月曜日
問市図書館（☎62-2560）　http://www.library-asahi-chiba.jp/

市図書館だより

「ジャパン・トリップ」

岩城けい 著
（KADOKAWA）

　オーストラリアから来日
したショーンは、ステイ先
の家族を巻き込む事件を起
こしてしまう。彼には本当
の目的が……。

「うなぎ女子」

加藤元 著
（光文社）

　ひとりの男と五人の女た
ちをつなぐのは、うなぎの
思い出。ほろ苦い人生を支
えてくれる、おいしいうな
ぎの連作短編集です。

幼児向きの絵本の読み聞かせ
日時／10月12日（木）、26日（木）
　　　午後４時30分〜５時
場所／市民会館

おはなしの時間

◦地名の謎を解く� （伊東ひとみ）
◦危機の現場に立つ� （中満泉）
◦歴メシ！� （遠藤雅司）
◦におわない人の習慣� （奈良巧）
◦和えるおかず� （坂田阿希子）
◦時刻表探検��（「旅と鉄道」編集部）
◦作品集「海へ」
� （旭いいおか文芸賞実行委員会）
◦潔白� （青木俊）
◦弥

いや

栄
さか

の烏� （阿部智里）
◦Ａ

アックス

Ｘ� （伊坂幸太郎）
◦Ｍ

エム

Ｍ
エム

� （市川拓司）
◦嘘をつく器� （一色さゆり）
◦秋

しゅう

霧
む

� （大倉崇裕）

◦囚われの盤� （小島環）
◦家族のあしあと� （椎名誠）
◦桶狭間の四人� （鈴木輝一郎）
◦君が夏を走らせる�（瀬尾まいこ）
◦劇団４２歳♂� （田中兆子）
◦ゴースト� （中島京子）
◦銀河の通信所� （長野まゆみ）
◦潮風エスケープ� （額賀澪）
◦影

えい

裏
り

� （沼田真佑）
◦とるとだす� （畠中恵）
◦非常出口の音楽� （古川日出男）
◦監督の問題� （本城雅人）
◦南

み な み

風吹く� （森谷明子）
◦バブルノタシナミ�（阿川佐和子）

市
長
　
明
智 

忠
直

夢
へ
の
挑
戦

　
先
日
の
日
本
学
生
対
校
選
手
権
１
０

０
ｍ
決
勝
で
は
、
桐
生
選
手
が
９
秒
98

の
日
本
新
記
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
10
秒
の
壁
を
破
れ
な
か
っ
た
日

本
人
が
夢
に
見
た
記
録
で
あ
り
ま
す
。

桐
生
選
手
が
一
番
早
く
破
れ
る
の
で
は

と
、
期
待
し
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
を
実
現
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、

た
と
え
よ
う
の
な
い
喜
び
だ
と
思
い
ま

す
。
本
人
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
は
も
と

よ
り
、
そ
の
素
質
、
能
力
を
こ
こ
に
結

集
し
た
関
係
者
の
チ
ー
ム
力
も
ま
た
、

称
賛
を
さ
れ
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
日
本
は
２
０
２
０
年
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
選
手
強
化
を
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
今
年
の

夏
に
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
表
れ
て
き

て
い
ま
す
。
世
界
卓
球
選
手
権
や
世

界
柔
道
選
手
権
、
水
泳
、
レ
ス
リ
ン

グ
、
体
操
、
新
体
操
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど

で
、
日
本
選
手
の
活
躍
や
メ
ダ
ル
獲
得

が
め
じ
ろ
押
し
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
個
人
で
あ
れ
団
体
で
あ
れ
、
チ
ー

ム
ジ
ャ
パ
ン
で
の
団
結
と
信
頼
に
他
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の

活
躍
が
、
日
本
人
に
勇
気
と
感
動
、
元

気
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
ま
す
。
メ
ダ
ル
は
そ
の
先
に
あ
る

も
の
で
す
。
一
人
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
が
存
在
す
る
裏
に
は
、
何
十
人
も
の

指
導
者
や
ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
が
関
わ
っ

て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
、
今
回
の
桐
生

選
手
の
記
録
は
、
期
待
さ
れ
た
人
が
期

待
に
応
え
ら
れ
た
現
実
で
あ
り
、「
為

せ
ば
成
る
」
の
言
葉
ど
お
り
、
目
標
に

向
か
っ
て
の
チ
ー
ム
力
、
人
と
人
と
の

絆
づ
く
り
に
対
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
心
か
ら
敬
意
と
祝
福
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
メ
ダ
ル
を
目
指
す
大
勢
の

ア
ス
リ
ー
ト
が
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

の
活
躍
で
、
日
本
中
を
沸
か
せ
て
ほ
し

い
と
期
待
を
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

第
九
六
回

随 
筆
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相談室 一人で悩まず相談してみませんか！
　日々の暮らしの中で発生するさまざまな問題を解決するため、
各種の無料相談を行っています。秘密は守られます。

相談名 内　容 期日・時間 場　所 問い合わせ

交通事故相談
示談、賠償額の算出、
自賠責保険の請求の仕
方など

10月16日（月）　午前10時～午後３時
※予約制 市役所本庁 市民生活課

☎62-5396

市の法律相談
法律問題
※ 時間は１人30分。市

民を対象（同一内容で
の相談は１回限り）。

10月10日（火）　午後１時20分～４時30分
※予約制  ２日（月）午前８時30分から受け付け 海上支所

市民生活課
☎62-539610月23日（月）　午後１時20分～４時30分

※予約制　13日（金）午前８時30分から受け付け 市役所本庁

人権･行政相談
人権問題、行政への要
望・意見など
※時間は１人30分。

10月10日（火）　午後１時30分～３時30分 市役所本庁
市民生活課
☎62-5396

10月24日（火）　午後１時30分～３時30分 海上支所

心配ごと相談 家庭内の心配事など

10月 4日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター

旭市社会福祉協議会
☎57-5577

10月11日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

10月18日（水）　午後１時30分～３時30分 飯岡福祉センター

10月25日（水）　午前10時～午後３時 青年の家２階

消費生活相談 物品購入時のトラブル、
多重債務の相談など 月～金曜日　午前９時～午後４時 旭市消費生活センター

（青年の家１階）
旭市消費生活センター
☎62-8019

こころの
健康相談

精神障害（うつ病・アル
コールなど）

10月２日（月）　午後１時30分～３時
※予約制 旭市保健センター 海匝健康福祉センター

☎0479-22-0206

子育て相談 子育てに関する質問や
情報提供など 月～土曜日　午前８時30分～午後５時 旭市子育て支援センター

ハニカム（南分館２階）
旭市子育て支援センター
ハニカム☎62-7099

家庭児童相談 児童虐待･児童養育問
題など 月～金曜日　午前９時～午後４時 家庭児童相談室

（子育て支援課内）
家庭児童相談室
☎62-5362

教育相談（学校） 学校教育についての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所２階 学校教育課 

☎55-5726

教育相談（家庭） 家庭教育・子育ての悩
みなど 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 海上支所１階 生涯学習課 

☎55-5747

市民健康相談
生活習慣病をはじめ子
どもからお年寄りまで
の健康相談

月～金曜日　午前８時30分～午後５時 （電話受付）
旭市保健センター
☎63-8766
飯岡保健センター
☎57-3113

福祉の総合相談
障害者への虐待問題、
権利擁護など福祉（生
活）全般にわたる相談

365日24時間　訪問相談も実施
夜間は電話転送にて対応

中核地域生活支
援センター海匝
ネットワーク

中核地域生活支援センター
海匝ネットワーク、旭市障
害者虐待防止センター
☎60-2578 FAX60-2579

介護相談 介護に関する相談 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 高齢者福祉課 旭市地域包括支援センター
☎62-5433

職業相談 職業相談、求人情報の
提供など 月～金曜日　午前８時30分～午後５時 地域職業相談室

（青年の家１階）
地域職業相談室 
☎62-5359

行政書士会 相続、遺言、許認可申
請、農地転用など 10月21日（土）　午後１時～４時 青年の家２階 千葉県行政書士会東総支部・寺村

☎63-7813

司法書士会 不動産登記、法律問題、
多重債務の相談など

10月14日（土）　午後１時～５時
※12日（木）までに電話予約。 市民会館２階 司法書士櫻井事務所

☎0479-22-0186

税理士会 税務全般にわたる相談 10月10日（火）　午前10時～午後４時
※予約制（受け付けは平日の午後１時～） 銚子商工会館２階 千葉県税理士会銚子支部

☎0479-22-3901
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I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーション
I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーション 防災士の資格取得を支援する
補助金を支給します
　この補助金を活用することで、千葉
科学大学の防災士養成講座が6,000円
で受講できます。
対象／市内在住の人
申込期限／10月31日（火）
防災士養成講座
期間／12月16日（土）、17日（日）
場所／千葉科学大学（銚子市）

旭市防災士・サービス介助士ネッ
トワーク（☎57-5376・高橋）

指定給水装置工事事業者が訪問
水道メーターの交換に協力を
　該当する家庭や事業所などの水道
メーターを交換します。
対象地域／海上地域、干潟地域
予定期間／10月１日（日）〜25日（水）
費用／無料
水道課工務班（☎63-8882）

県立八日市場特別支援学校
「第２回学校公開」
日時／10月27日（金）　午前９時15分
〜11時45分　※要事前申し込み
場所／県立八日市場特別支援学校（匝
瑳市）
内容／学校施設と授業の公開
申込期限／10月18日（水）

県立八日市場特別支援学校（☎04�
79-72-2777）

市税の夜間・休日納税窓口

〈日時〉
●夜間納税窓口：10月10日（火）、25
日（水）　午後８時まで
●休日納税窓口：10月22日（日）　午
前８時30分〜午後５時
〈場所〉
税務課
税務課収税班（☎62-5322）

「旭市戦没者追悼式」

日時／10月18日（水）　午前10時〜
場所／東総文化会館大ホール
社会福祉課社会班（☎62-5317）

認定こども園いいおか幼稚園
「親子未就園児教室＆給食試食会」
日時／10月12日（木）　午前９時30分
〜午後０時30分
場所／いいおか幼稚園
対象／未就園児とその保護者
費用／無料
持ち物／上履き、飲み物、着替え

いいおか幼稚園（☎57-3332）

10月11日（水）から発売
「ハロウィンジャンボ宝くじ」
　この宝くじの収益金は、市町村の明
るく住みよいまちづくりに使われます。
販売期限／10月31日（火）

あさひロシア交流コンサート
　ロシア国立モスクワ・アカデミー合唱団のボーカル・
アンサンブルグループ「ボーカデミア」と、あさひ少年少
女合唱団が共演します。
日時／12月１日（金）　午後６時30分〜８時30分
曲目／赤いサラファン、見上げてごらん夜の星を、クリ
スマス・メドレー、荒城の月、流浪の民ほか
入場料／1,000円　※全席自由
チケット発売日／10月５日（木）　午前10時〜
第13回あさひ寄席
日時／12月10日（日）　午後１時30分〜３時30分
出演／林家木久扇、毒蝮三太夫、さこみちよ、ブッチャー
ブラザーズ、三遊亭王楽、桂竹千代ほか
入場料／一般3,000円、65歳以上2,500円　※全席指
定
チケット発売日／10月12日（木）　午前10時〜　※チ
ケット発売初日に限り、１人４枚まで。
〈共通事項〉
チケット販売所／三川屋駅前店・国道店、サンモールイ
ンフォメーション、向後文具店、東総文化会館、いいお
かユートピアセンター、干潟公民館、生涯学習課（海上
支所１階）
生涯学習課文化振興班（☎55-5728）

東総文化会館
10月の休館日　２日、10日、16日、23日、30日

楽画会　日本画作品展
期間／10月８日（日）〜14日（土）
時間／午前10時〜午後５時　※最終日は午後４時まで
楽画会（☎62-2896）

まちかどギャラリー「銀座」

文化情報ナビ 文化施設からのお知らせ
※入場料を記載していない催し物は無料です。

知って！感じて！ホールのピアノ
〜ピアノの魅力を発見しよう〜
日時／10月９日（月・祝）　開演：午後２時
出演／實川風

かおる

参加費／500円
東総文化会館（☎64-2001）

北総樹の会　油彩画展
期間／10月１日（日）〜15日（日）
三人展　油彩・水彩画などの展示
期間／10月17日（火）〜31日（火）
〈共通事項〉
時間／午前９時〜午後５時　※最終日は午後３時まで
海上ふれあい館（☎55-5115）

海上ふれあい館（JR飯岡駅）
休館日　毎週月曜日

絵本の読み聞かせ会・子ども映画会
日時／10月14日（土）　午前10時〜11時30分
対象／未就学児童向け
海上公民館（☎55-2566）

海上公民館
10月の休館日　２日、９日、10日、16日、23日、30日
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…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの
…申し込み　問…問い合わせ

I n f o r m a t i o n

くらし●インフォメーションの

Recruitment募集〉

臨時職員（事務員）

募集人数／３人
業務内容／市民意識調査集計データの
パソコン入力作業など
勤務日時／11月上旬〜下旬の週３日、
午前９時〜午後４時（休憩時間60分）
※土・日曜日、祝日を除く。
賃金／時給890円　※通勤手当あり。
提出書類／履歴書（写真添付）
申込期限／10月17日（火）必着
申し込み方法／履歴書を市民生活課に
郵送または持参してください。
選考方法／書類審査、面接
〒289-2595　旭市ニの1920　市

民生活課市民生活支援班（☎62-5396）

野菜を育てる楽しみを
市民農園を利用しませんか
募集区画／●鎌数農園（鎌数3872）：８
区画（１区画33㎡）　●岩井農園（岩井
2540）：７区画（１区画30㎡）
費用／年間5,000円
貸付期間／１年間
農水産課振興班（☎68-1174）

初めてでも簡単に作れる
「太巻きずし講座」
日時／11月２日（木）　午前10時〜午
後１時
場所／第二市民会館
対象／市内在住・在勤の人
定員／20人程度（先着順）
費用／1,000円（材料費）

第二市民会館（☎63-8755）

子どもゆめ基金助成活動「自然から
学べ親子deぼうさい探検キャンプ」
期日／11月４日（土）〜５日（日）　※日
帰り参加は要相談。
場所／海上キャンプ場
対象／小学生を含む家族
定員／家族８組（先着順）
費用／１人1,500円（宿泊費、食料費、
保険料）

NPO法人光と風（☎57-5777）

Events催し物〉
実りの秋を体感

「海上キャンプ場フェスタ」
日時／10月15日（日）　午前９時〜午
後１時30時　※荒天中止
場所／海上キャンプ場
内容／サツマイモ収穫体験（100円）、
焼き芋・ジャガバター・綿アメの販売、
心と体の健康ヨガ体験（無料）
旭市海上キャンプ場（☎55-5250）

桂竹千代さんが講演「日本伝統文
化を楽しむ〜落語を楽しもう〜」
日時／10月15日（日）　午後２時〜
場所／海上公民館
入場料／無料
海上公民館（☎55-2566）

Informationお知らせ〉
契約トラブル・悪質商法

「週末・出張消費生活センター」
日時／10月14日（土）　午前９時〜午
後４時
場所／いいおかユートピアセンター
旭市消費生活センター（☎63-8019）

株式会社セブンイレブン・ジャパン
による「シニア向け仕事説明会」
　旭市と高齢者の見守りについての協
定を結ぶ、株式会社セブンイレブン・
ジャパンが、仕事説明会を行ないます
日時／10月16日（月）　午後１時〜２
時30分
場所／青年の家
対象／概ね60歳以上の人
費用／無料
商工観光課労政工業班（☎62-5339）

弁護士・司法書士による借金および
ヤミ金融に関する無料相談会
日時／10月21日（土）　午前10時〜午
後４時　※要事前予約、１人１時間。
場所／青年の家
旭市消費生活センター（☎63-801

9）

千葉県最低賃金が改正
10月１日から時間額868円
　千葉県内の事業所で働く全ての労働
者、その使用者に適用される千葉県最
低賃金が改正されました。
千葉労働局労働基準部賃金室（☎04
3-221-2328）、銚子労働基準監督署
（☎0479-22-8100）

調停委員・弁護士が対応します
「無料調停相談会」
銚子会場
期日／10月15日（日）
場所／イオンモール銚子きらっせホー
ル（銚子市）
横芝光会場　
期日／10月21日（土）
場所／横芝光町文化会館
〈共通事項〉
時間／午前10時〜午後３時
内容／多重債務、損害賠償、交通事故、
夫婦・親族間トラブル、遺産相続など
※訴訟、調停中の事件は除く。
●銚子会場：銚子簡易裁判所庶務課

（☎0479-22-1249）　●横芝光会場：
千葉家庭裁判所八日市場支部（☎0479-
72-1300）

募集・催し物・お知らせなど、暮らしに役立つ情報を届けます。

米仕上げ豚やサンチュなどを挟んだ米粉焼き

道の駅季楽里あさひ通信

季楽里あさひが道-1グランプリ参戦
　全国から選抜された道の駅が、グ
ルメナンバーワンを目指して競い合
うこの大会。季楽里あさひは旭の食
材を使った米粉焼きで勝負します。
米粉焼きは土・日曜日、祝日に季楽
里あさひでも味わうことができます。
期日／10月28日（土）、29日（日）
場所／桐生市運動公園（群馬県）
道の駅季楽里あさひ（☎62-0888）
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検索あさピー

　ずいぶんと涼しくなり、秋を感じられる季節に
なりました。いつも食事の進みがゆっくりな私の
息子が、急にご飯をバクバクと食べておかわりま
でするようになりました。不思議に思い聞いてみ
ると「お米がおいしい」とのことでした。ちょうど
新米に切り替えたタイミングだったようで、違い
を感じた子どもの敏感さにびっくりしました。聞
くまで気付かなかった私は、食に感心がなかった
んだなぁと反省。しっかり味わって食欲の秋を楽
しみたいと思います。（哲）

くらしのカレンダー

１日（日）第12回あさひのまつり（正午～　東総文化
会館）

８日（日）第８回旭市民体育祭（午前８時30～　開会
式　東総運動場）

９日（月）体育の日

28日（土）第13回旭市文化祭（午前９時～　東総文化
会館）～29日（日）

こ 話編 ぼ集 れ

月10

あ ひっ子
キイキ

　ぼくの名前は｢あさピー｣。市のイメージアップキャラクター
として、いろんなイベントやキャンペーンに参加して市のPR
をしています。ぼくを応援してね！

あさピーの活動は市ホームページ
にも掲載しています。
http://www.city.asahi.lg.jp/pr/

あさピー●行く！が ○18

あさピー活動予定
第８回旭市民体育祭
10月８日（日）　東総運動場
チバテレビ　熱血BOSO-TV「ちばキャラ運動会」
10月９日（月・祝）　千葉県総合スポーツセンター（千葉市）

９月８日（金）　天気晴れ

　大原幽学記念館に遊びに行ってきたよ。大原幽学は幕末
の人物で、世界最初の協同組合をつくった人なんだって！�
この人が伝えたとされる「性学もち」はとってもやわらかで
おいしい！��道の駅季楽里あさひで販売しているよ。

おもちの話で
お腹すいちゃった…

颯
そう

士
し

くん
平成29年５月５日生
〔イ〕

プール、すべり
台が大好きです

。 いない�いない�ばあ
が大好き♡

禅
ぜん

くん
平成27年10月12日生
〔仁玉〕

“イキイキあさひっ子”を大募集
　掲載を希望する人は、秘書広報課広報広聴班（〒289-2595 旭市
二の1920・☎62-8070）へ。対象は小学校入学前の幼児です。申
込用紙は旭市保健センター、飯岡保健センター、旭市子育て支援セ
ンターハニカム、子育て支援課、秘書広報課、各支所にあります。

凌
り

久
く

くん
平成29年４月24日生
〔新町〕

たくさん笑って
喋るようになりました！


